
H

A

H

ANo.2+26.5

(A枝1-0)

ANo.
3

ANo.4

AN
o.
7

ANo.5

ANo.6

ANo
.6+

15.
0

(A枝
2-0

)

A枝
2-
1

横断水路
A枝2-0+41.2

HPφ300
DP=0.94m

横断水路
A枝2-0+14.0
落蓋350×350

DP=0.00m

横断水路
ANo.6+25.0
HPφ400
DP=0.27m

H

H

A枝
2-0+40.7

(82)

(83)

(84)

(86)

(85)

(87)

下水道横断
ANo.2+23.5
φ150 VU
DP=1.97m

下水道横断
ANo.6+17.2
φ200 VU
DP=1.20m

下水道横断
A枝2-0+39.4
φ150 VU
DP=2.50m

M ×

M ×

M

×M

×

M

×

×

M

×

下水道横断
ANo.2+39.7
φ150 VU
DP=0.99m

下水道横断
ANo.4+10.4
φ150 VU
DP=1.08m

下水道横断
ANo.4+27.4
φ150 VU
DP=0.88m

下水道横断
ANo.5+7.4
φ150 VU
DP=0.88m

下水道横断
A枝2-0+24.2
φ150 VU
DP=0.98m

横断水路
A枝1-0+1.1
VS400
DP=0.00m

消火栓撤去工

下水道横断
ANo.6+38.9
φ150 VU
DP=0.88m

A枝
1-
0+
16
.0

ANo.2+26.9

VPφ
30　

→

SP
φ
15
0　

→

VPφ
75　

→

D

D

H

ANo.10

ANo
.9

AN
o.
8

AN
o.
7

ANo
.6+

15.
0

(A枝
2-0

)

横断水路
A枝2-0+14.0
落蓋350×350

DP=0.00m

横断水路
ANo.6+25.0
HPφ400
DP=0.27m

A枝
2-0+40.7

(87)

(88)

(89)

(71)

(90)

(91)

(72)

(74)

(73)

下水道横断
ANo.6+17.2
φ200 VU
DP=1.20m

M

M

M

M

×

M

M

×

M

×

M

M

×

×

下水道横断
A枝2-0+24.2
φ150 VU
DP=0.98m

下水道横断
ANo.8+31.9
φ150 VU
DP=0.78m

下水道横断
ANo.6+38.9
φ150 VU
DP=0.88m

ANo.10+20.5

1

配管平面図その１

北秋田市建設部上下水道課

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=1:500

老朽管更新工事(浦田地区)

北秋田市浦田字浦田　地内

土
工

断
面

③
-
1
 
L
=
1
8
1
.
9
m

【
A
ﾙ
ｰ
ﾄ
】

L
=
3
9
2
.
4
m

φ
7
5
×

1
8
6
.
9
m
　

H
P
P
E

ANo.2+28.1

土
工

断
面

③
-
2

L
=
5
.
0
m

土
工

断
面

③
-
1
 
L
=
1
9
8
.
8
m

ANo.6+10.0

ANo.6+21.7

ANo.6+15.0

ANo.10+20.5

配 管 平 面 図 そ の １ S=1:500

【
A
ﾙ
ｰ
ﾄ
】

L
=
3
9
2
.
4
m

φ
7
5
×

2
0
5
.
5
m
　

H
P
P
E

【凡例】

・新 設 管

・既 設 管

・汚 水 管

・NTTｹｰﾌﾞﾙ

土
工

断
面

③
-
2

L
=
6
.
7
m

ANo.6+15.0

(A枝2-0)

【特記事項】

６. 土工断面は別図『標準掘削断面図』を、弁筐の詳細は別図『配管施設詳細図』

１.「HPPE」は水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)を示す。

５. ﾌﾗﾝｼﾞ規格は7.5K仕様とし、接合材はSUS B･N+ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝとする。

３. 埋設する配管と既存の地下埋設物(水路等)との離れは30㎝以上を保つこと。

２.「PP」は水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)を示す。

　　を参照のこと。

４. NTTｹｰﾌﾞﾙが埋設されている場所は、埋設管理者立会いのもと施工を実施する。
番号

工 事
令和 ７ 番 号年度 上水工第８号
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←　VPφ150←　VPφ75 ←　VPφ150
←　VPφ150 ←

 
S
P
φ
1
5
0

HH
H

←
　
V
P
φ
1
5
0

←
　
V
P
φ
1
0
0

VPφ30　→

←
　
VP
φ
10
0

H

H

H

←
　
VP
φ
15
0

←
　
SP
φ
15
0

VPφ
150　

→

H H

No.4

No.4+18.5

(枝
1-0)

No.4+31.0

(ANo.0)

No.5

N
o
.
6

N
o
.
7N
o
.
8

N
o
.
8
+
1
.
5

(
枝
2
-
0
)

枝2-1

枝2-2

A枝
1-2+40.0

(枝
2-2+0.6)

N
o
.
9

N
o
.
9
+
4
3
.
5

(
A
枝
1
-
6
+
3
2
.
6
)

N
o
.
1
0

A枝1-5

A枝
1-
4

A枝
1-
3

A
枝

1
-
2

A枝
1-
1

ANo.2+26.5

(A枝1-0)

ANo.1

ANo.2

ANo.3

ANo.4

横断水路
枝2-0+27.9
落蓋240×240
DP=0.00m

横断水路
A枝1-4+19.5

HPφ300
DP=0.16m

横断水路
A枝1-4+38.2
HPφ400
DP=0.62m横断水路

A枝1-5+1.7
HPφ600

DP=0.67m

横断水路
A枝1-6+26.8
落蓋300×300
DP=0.00m

横断水路
枝2-0+5.8
落蓋300×300
DP=0.00m

横断水路
枝2-1+46.1

落蓋240×240
DP=0.00m

H

H

H

H

H

A枝
1-
4+
45
.0

(76)

(79)

(81)

(78)

(2)

(13)

(17)

(18)

(19)
(23)

(25)

(26)

(27)
(28)

(30)(33)
(37)

(39)

(38)

(36)

(113)
(114)

(34)

(32) (31)

(29)

(115) ※ﾒｰﾀｰ位置不明

(24)

(22)

※ﾒｰﾀｰ位置不明

(16) (15)
(14)

(82)

(92)

(93)

(94)

(95)

(116)

(103)(105)

(107)

(106)

(97)

(98)

(99)

(100)

(108)

(109)

(110)

(60)

(102)

(83)

(35)

(77)

(96)

(112)

下水道横断
A枝2-5+1.4
φ150 VU
DP=1.92m

下水道横断
A枝1-2+10.1
φ150 VU
DP=1.52m

下水道横断
枝2-1+49.0
φ150 VU
DP=1.84m

下水道横断
A枝1-3+45.6
φ150 VU
DP=1.26m

下水道横断
A枝1-6+30.0
φ200 VU
DP=2.48m

A枝1-6

下水道横断
No.10+16.9
φ150 VU
DP=1.21m

下水道横断
枝2-1+35.0
φ200 VU
DP=2.30m

下水道横断
A枝1-2+47.3
φ150 VU
DP=1.79m

下水道横断
ANo.2+23.5
φ150 VU
DP=1.97m

下水道横断
ANo.0+7.4
φ200 VU
DP=3.00m

下水道横断
枝2-0+3.2
φ200 VU
DP=1.57m

 下水道横断
No.8+3.1
φ150 VU
DP=1.23m

M
×

M

×

M

×

×

M

M

×

M

×

M

×

既設止水栓あり

M

M
×

(20)

(21)M

M
M

×

××

M
×

×

M

M

M

× ×

既設止水栓あり

M

×

M ×

M

×

M

××

M
M

×

M
××

※ﾒｰﾀｰ位置不明
M

M
×

M

M

×

M

M

×

M

×

×

M

×

M

M

M

× M

×
M

M
×

M

×

M

M ×

M ×

M ×

(80)

M

M

×

×

M

×

M

×

M

M

×
×

M ×

×

M

×

M

×

M

M

M

×

×

×

M
×

M

M

×

×

MM

M

M

×

M

×

×

×

×

×

×

M
×

(101)

(104)

(111)

×

下水道横断
No.5+33.4
φ150 VU
DP=1.30m

下水道横断
No.5+34.4
φ150 VU
DP=1.10m

下水道横断
No.5+49.9
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
No.6+11.4
φ150 VU
DP=0.90m

下水道横断
No.6+21.2
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
No.6+28.6
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
No.7+25.1
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
A枝1-1+38.3
φ150 VU
DP=1.23m

下水道横断
No.8+32.8
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
No.8+36.9
φ150 VU
DP=0.80m

下水道横断
No.9+17.7
φ150 VU
DP=0.80m

下水道横断
No.9+14.9
φ150 VU
DP=1.10m

下水道横断
No.9+37.1
φ150 VU
DP=0.80m

下水道横断
No.9+48.7
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
A枝1-6+3.4
φ150 VU
DP=0.86m

下水道横断
A枝1-5+45.5
φ150 VU
DP=0.76m

下水道横断
A枝1-4+43.7
φ150 VU
DP=0.69m

下水道横断
A枝1-4+5.6
φ150 VU
DP=0.78m

下水道横断
A枝1-1+36.9
φ150 VU
DP=0.68m

下水道横断
A枝1-1+18.9
φ150 VU
DP=0.68m

下水道横断
ANo.1+45.2
φ150 VU
DP=0.98m

下水道横断
ANo.0+42.9
φ150 VU
DP=0.87m

下水道横断
ANo.2+39.7
φ150 VU
DP=0.99m

下水道横断
ANo.4+10.4
φ150 VU
DP=1.08m

No.10+3.5
既設消火栓
消火栓撤去工

No.8+20.6
既設消火栓
消火栓撤去工

No.6+45.5
既設消火栓
消火栓撤去工

A枝1-3+44.0
既設消火栓
消火栓撤去工

No.5+22.7
既設消火栓
消火栓撤去工

横断水路
A枝1-0+1.1
VS400
DP=0.00m

A枝1-1+20.3
既設消火栓
消火栓撤去工

H

×

A枝
2-
5

【既設管接続】 ANo.2+20.0
既設消火栓
消火栓撤去工

×

φ
20
PP
 φ

30
PP

φ
30PP φ

20PP

×

×

×

×

排
水
部
 連

合
管

排
水
部
 連

合
管

A枝
1-
0+
16
.0

ANo.2+26.9

枝2-0+6.6A枝1-6+26.0

土
工

断
面

③
-
1

L
=
8
7
.
4
m

2

配管平面図その２

北秋田市建設部上下水道課

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=1:500

老朽管更新工事(浦田地区)

北秋田市浦田字浦田　地内

A
枝

1
-
0
+
1
6
.
0

【A枝1ﾙｰﾄ】　ΣL=310.0m(φ75×202.5m、φ50×107.5m)

φ
5
0
×

1
0
7
.
5
m
　

P
P

土
工

断
面

③
-
1
 
L
=
7
5
.
3
m
【

全
面

復
旧

 
W
=
2
.
4
m
】

土
工

断
面

③
-
2
 
L
=
7
.
7
m

A
枝

1
-
4
+
1
8
.
5

A枝1-5+0.7

A枝1-6+26.0

配 管 平 面 図 そ の ２ S=1:500

【凡例】

・新 設 管

・既 設 管

・汚 水 管

・NTTｹｰﾌﾞﾙ

土工断面③-1 L=202.5m

φ75×202.5m　HPPE

【
枝
2
ﾙ
ｰ
ﾄ
】

　
L
=
9
4
.
0
m

φ
7
5
×

9
4
.
0
m
　

H
P
P
E

土
工

断
面

③
-
2

L
=
6
.
6
m

枝2-0+6.6

枝2-1+44.0

枝2-2+0.6(E.P)

(A枝1-2+40.0)

土工断面③-1

L=24.5m

A
枝

1
-
4
+
4
3
.
0

番号

【特記事項】

６. 土工断面は別図『標準掘削断面図』を、弁筐の詳細は別図『配管施設詳細図』

１.「HPPE」は水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)を示す。

５. ﾌﾗﾝｼﾞ規格は7.5K仕様とし、接合材はSUS B･N+ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝとする。

３. 埋設する配管と既存の地下埋設物(水路等)との離れは30㎝以上を保つこと。

２.「PP」は水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)を示す。

　　を参照のこと。

４. NTTｹｰﾌﾞﾙが埋設されている場所は、埋設管理者立会いのもと施工を実施する。

工 事
令和 ７ 番 号年度 上水工第８号
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H

VPφ
150　

→

SP
φ
15
0　

→

VPφ
75　

→

D

A

A

H

H

ANo.4

AN
o.
7

ANo.5

ANo.6

ANo
.6+

15.
0

(A枝
2-0

)

A枝
2-
1

A枝
2-
2

A枝
2-
3

A枝
2-
4

横断水路
A枝2-0+41.2

HPφ300
DP=0.94m

横断水路
A枝2-0+14.0

落蓋350×350
DP=0.00m

横断水路
ANo.6+25.0
HPφ400
DP=0.27m

H

H

A枝
2-0+40.7

(99)

(100)

(60)

(62)

(63)

(64)

(102)

(121)

(65)

(67)

(120)

(83)

(84)

(86)

(85)

(119)

(118)

(117)

(69)

(68)

(87)

下水道横断
A枝2-5+1.4
φ150 VU
DP=1.92m

下水道横断
ANo.6+17.2
φ200 VU
DP=1.20m

下水道横断
A枝2-0+39.4
φ150 VU
DP=2.50m

M

M

M

※ﾒｰﾀｰ位置不明

M

M

M

(66)

M

M

×

M×

×

M

×

M

×

M

M

M

M ×

M

×M

×

M

×

×

M

M
×

M
×

M

M

×

×

(61)

(101)

M

※ﾒｰﾀｰ位置不明

※ﾒｰﾀｰ位置不明

下水道横断
ANo.4+10.4
φ150 VU
DP=1.08m

下水道横断
ANo.4+27.4
φ150 VU
DP=0.88m

下水道横断
ANo.5+7.4
φ150 VU
DP=0.88m

下水道横断
A枝2-0+24.2
φ150 VU
DP=0.98m

A枝1-1+20.3
既設消火栓
消火栓撤去工

A枝
2-
5

φ
30PP φ

20PP

×

×

排
水
部
 連

合
管

排
水
部
 連

合
管

下水道横断
ANo.6+38.9
φ150 VU
DP=0.88m

3

配管平面図その３

北秋田市建設部上下水道課

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=1:500

老朽管更新工事(浦田地区)

北秋田市浦田字浦田　地内

配 管 平 面 図 そ の ３ S=1:500

【凡例】

・新 設 管

・既 設 管

・汚 水 管

・NTTｹｰﾌﾞﾙ

φ50×254.2m　PP

土工断面③-2

L=2.2m

【A枝2ﾙｰﾄ】　L=254.2m

土工断面③-1

L=38.5m

土工断面④-1

L=50.0m

土工断面④-1

L=67.2m

土工断面④-2

L=4.1m

土工断面④-1

L=38.5m

土工断面④-2

L=5.4m

土工断面④-2

L=5.1m

土工断面④-1

L=12.1m

土工断面④-2

L=3.3m

土工断面④-1

L=6.8m

土工断面④-2

L=8.0m

土工断面④-1

L=8.1m

土工断面④-2

L=4.9m
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+
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A
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.
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A
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+
0
.
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A
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+
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2

番号

【特記事項】

６. 土工断面は別図『標準掘削断面図』を、弁筐の詳細は別図『配管施設詳細図』

１.「HPPE」は水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)を示す。

５. ﾌﾗﾝｼﾞ規格は7.5K仕様とし、接合材はSUS B･N+ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝとする。

３. 埋設する配管と既存の地下埋設物(水路等)との離れは30㎝以上を保つこと。

２.「PP」は水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)を示す。

　　を参照のこと。

４. NTTｹｰﾌﾞﾙが埋設されている場所は、埋設管理者立会いのもと施工を実施する。

工 事
令和 ７ 番 号年度 上水工第８号
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【消火栓土工事】
土工断面③-2 L=3.3m(控除0.3m)　
土工断面⑧ L=1.1m

【消火栓】
φ75 PE挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁
φ75 EF90°ﾍﾞﾝﾄﾞ(片受)～4
φ75 EF90°ﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)
φ75 EFﾌﾗﾝｼﾞ短管
φ75 ﾌﾗﾝｼﾞ接合材
地上式単口消火栓
　(回転打倒式,DP=870用,副弁付)
消火栓標識(SUSﾎﾟｰﾙ・標識板)
ねじ式弁筐FCD製(DP=870)
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矢板長=2.0m(掘削深1.66m), L=2.8m

0
.
6
0

土留軽量鋼矢板・支保工設置撤去工

矢板長=2.0m(掘削深1.74m), L=2.6m

0
.
6
8

土留軽量鋼矢板・支保工設置撤去工

矢板長=2.0m(掘削深1.51m), L=2.5m

0
.
4
5

0
.
4
5

土留軽量鋼矢板・支保工設置撤去工

矢板長=2.0m(掘削深1.51m), L=2.4m

ANo.2+26.9

ANo.
6+14

.6

0.6

G.L

0.6 0.8 0.5

0
.
8
7

0
.
5
4

0
.
5
5

2.5

0
.
8
7

土留軽量鋼矢板・支保工設置撤去工

矢板長=2.0m(掘削深1.60m), L=1.9m(控除0.6m)

地

上

式

消

火

栓

  Aﾙｰﾄ

HPPE φ75

2.0

側溝

H

2
.
0

0.6 0.6 0.8 0.5

2.5(DP=1.41)

ANo.5+12.8

ANo.5+14.0

1
.
2

(
D
P
=
0
.
8
7
)

G.L

ANo.6+25.0
HP φ400

1.2

A
N
o
.
6
+
2
3
.
8

A
N
o
.
6
+
2
6
.
2

A
N
o
.
6
+
2
5
.
0

1.2

ANo.
6+15

.0

(A枝
2-0)

0.6

+2
0.
0

1.6

AN
o.
6+
25
.0

HP
 φ

40
0+2

3.
8

+2
6.
2

4.5

1.9

0.5

0.8

AN
o.
6+
38
.9

φ
15
0 
VU+3

7.
7

+4
0.
1

4.2

0.8

AN
o.
8+
31
.9

φ
15
0 
VU

+3
3.
1

+3
0.
7

+33.
6

5.0×
17本

=85.0

3.1

ANo.9+46.0

5.
0×

11
本

=5
5.
0

4.
0

0.
7

ANo.9+48.0

4.
3

5.
0×

3本
=1
5.
0

ANo.10+19.0
0.
6

1.1

0.8

φ75 PE挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁
φ75 EFｿｹｯﾄ
ねじ式弁筐FCD製(DP=870)
平板ﾌﾞﾛｯｸ 300×300×H60

φ75 EF22°ﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)

φ75 EF11°ﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)

φ75 EF22°ﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)

φ75 PE挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁
φ75 EF11°ﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)
φ75 EFｿｹｯﾄ
ねじ式弁筐FCD製(DP=870)
平板ﾌﾞﾛｯｸ 300×300×H60
φ75 ﾒｶｷｬｯﾌﾟ(HPPE用)※支給品

φ75 EFSﾍﾞﾝﾄﾞ300H(両受)～2

φ75 EFSﾍﾞﾝﾄﾞ450H(両受)～2

2.0
φ75 EF22°ﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)

1.
4

φ75 EFSﾍﾞﾝﾄﾞ450H(両受)～2

ANo.10+20.5

3.4

φ75 HPPE

0
.
8
7

1
.
1
7

1.1

0
.
2
7

0
.
4
7

0
.
3

以
上

φ75 HPPE

G.L

A
N
o
.
6
+
3
8
.
9

ANo.6+38.9
φ150 VU

0.8

1.21.2

A
N
o
.
6
+
3
7
.
7

A
N
o
.
6
+
4
0
.
1

0
.
8
8

0
.
1
7

0
.
3

以
上

0
.
8
7

1
.
3
2

5.0

G.L

ANo.8+31.9
φ150 VU

1.2

A
N
o
.
8
+
3
0
.
7

A
N
o
.
8
+
3
3
.
1

A
N
o
.
8
+
3
1
.
9

1.2

φ75 HPPE

0
.
8
7

1
.
3
2

0
.
7
8

0
.
1
7

0
.
3

以
上

0.8

0.3

1.
0

0
.
3
0

0
.
4
5

0
.
4
5

土留軽量鋼矢板・支保工設置撤去工
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配管詳細図その１

北秋田市建設部上下水道課

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=Free

老朽管更新工事(浦田地区)

北秋田市浦田字浦田　地内

配 管 詳 細 図 そ の １ S=Free

番号

【特記事項】

６. 土工断面は別図『標準掘削断面図』を、弁筐の詳細は別図『配管施設詳細図』

１.「HPPE」は水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)を示す。

５. ﾌﾗﾝｼﾞ規格は7.5K仕様とし、接合材はSUS B･N+ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝとする。

３. 埋設する配管と既存の地下埋設物(水路等)との離れは30㎝以上を保つこと。

２.「PP」は水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)を示す。

　　を参照のこと。

４. NTTｹｰﾌﾞﾙが埋設されている場所は、埋設管理者立会いのもと施工を実施する。
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【消火栓土工事】
土工断面③-2 L=3.7m(控除0.3m)　
土工断面⑨ L=1.4m

【消火栓】
φ75 PE挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁
φ75 EF90°ﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)
φ75 EFｿｹｯﾄ
φ75 EFﾌﾗﾝｼﾞ短管
φ75 ﾌﾗﾝｼﾞ接合材
地上式単口消火栓
　(回転打倒式,DP=870用,副弁付)
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ねじ式弁筐FCD製(DP=870)
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配管詳細図その２

北秋田市建設部上下水道課

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=Free

老朽管更新工事(浦田地区)

北秋田市浦田字浦田　地内

【特記事項】

６. 土工断面は別図『標準掘削断面図』を、弁筐の詳細は別図『配管施設詳細図』

１.「HPPE」は水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)を示す。

５. ﾌﾗﾝｼﾞ規格は7.5K仕様とし、接合材はSUS B･N+ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝとする。

３. 埋設する配管と既存の地下埋設物(水路等)との離れは30㎝以上を保つこと。

２.「PP」は水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)を示す。

　　を参照のこと。

４. NTTｹｰﾌﾞﾙが埋設されている場所は、埋設管理者立会いのもと施工を実施する。

配 管 詳 細 図 そ の ２ S=Free

番号 17
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【排水部土工事】
土工断面③-2 L=1.4m(控除0.3m)
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ねじ式弁筐FCD製(DP=870)
平板ﾌﾞﾛｯｸ 300×300×H60

φ75 EF11°ﾍﾞﾝﾄﾞ(片受)

【消火栓土工事】
土工断面③-2 L=1.0m(控除0.3m)
土工断面⑧ L=2.0m
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φ75 ﾒｶﾆｶﾙ継手取外し工
φ75 HPPE切断工(0.1m)
【管材】
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矢板長=2.0m(掘削深1.51m), L=2.4m
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配管詳細図その３

北秋田市建設部上下水道課

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=Free

老朽管更新工事(浦田地区)

北秋田市浦田字浦田　地内

配 管 詳 細 図 そ の ３ S=Free

番号

【特記事項】

６. 土工断面は別図『標準掘削断面図』を、弁筐の詳細は別図『配管施設詳細図』

１.「HPPE」は水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)を示す。

５. ﾌﾗﾝｼﾞ規格は7.5K仕様とし、接合材はSUS B･N+ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝとする。

３. 埋設する配管と既存の地下埋設物(水路等)との離れは30㎝以上を保つこと。

２.「PP」は水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)を示す。

　　を参照のこと。

４. NTTｹｰﾌﾞﾙが埋設されている場所は、埋設管理者立会いのもと施工を実施する。
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ねじ式弁筐FCD製(DP=870)
平板ﾌﾞﾛｯｸ 300×300×H60

φ50 変換ｿｹｯﾄ(HPPE×PP)

φ50 PPｿｹｯﾄ

φ50 PPｿｹｯﾄ

φ50 PPｿｹｯﾄ

φ50 PPｿｹｯﾄ

φ50 PPｿｹｯﾄ

φ50 ﾒｶ両受ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(塩ﾋﾞ用)
ねじ式弁筐FCD製(DP=600)
平板ﾌﾞﾛｯｸ 300×300×H60
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土留軽量鋼矢板・支保工設置撤去工

矢板長=2.0m(掘削深1.61m), L=2.4m

土留軽量鋼矢板・支保工設置撤去工

矢板長=2.0m(掘削深1.76m), L=3.2m(1.3+0.5+1.4)

+1.4
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配管詳細図その４

北秋田市建設部上下水道課

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=Free

老朽管更新工事(浦田地区)

北秋田市浦田字浦田　地内

【特記事項】

６. 土工断面は別図『標準掘削断面図』を、弁筐の詳細は別図『配管施設詳細図』

１.「HPPE」は水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)を示す。

５. ﾌﾗﾝｼﾞ規格は7.5K仕様とし、接合材はSUS B･N+ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝとする。

３. 埋設する配管と既存の地下埋設物(水路等)との離れは30㎝以上を保つこと。

２.「PP」は水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)を示す。

　　を参照のこと。

４. NTTｹｰﾌﾞﾙが埋設されている場所は、埋設管理者立会いのもと施工を実施する。
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配管横断図その１

北秋田市建設部上下水道課

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=1:100

老朽管更新工事(浦田地区)

北秋田市浦田字浦田　地内

番号

配 管 横 断 図 そ の １ S=1:100
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配 管 横 断 図 そ の ２ S=1:100

北秋田市建設部上下水道課

老朽管更新工事(浦田地区)
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図面
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箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=1:100

北秋田市浦田字浦田　地内
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配管横断図その３
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図面
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箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=1:100

北秋田市浦田字浦田　地内

番号

配 管 横 断 図 そ の ３ S=1:100

北秋田市建設部上下水道課

老朽管更新工事(浦田地区)
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北秋田市浦田字浦田　地内
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配 管 横 断 図 そ の ４ S=1:100

北秋田市建設部上下水道課

老朽管更新工事(浦田地区)
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DP=0.78m

下水道横断
ANo.6+38.9
φ150 VU
DP=0.88m

ANo.10+20.5

12

給水管切替平面図その１

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=1:500

北秋田市浦田字浦田　地内

番号

【凡例】

・新 設 管

・既 設 管

・汚 水 管

・NTTｹｰﾌﾞﾙ

給 水 管 切 替 平 面 図 そ の １ S=1:500

【特記事項】

１. 止水栓は、公道から宅内側へ1ｍの位置とする。ただし、施工上厳しい場合は

余裕のとれた位置とする。

２．土工断面は別図『標準掘削断面図』を参照のこと。 北秋田市建設部上下水道課

老朽管更新工事(浦田地区)

工 事
令和 ７ 番 号年度 上水工第８号

17



←　VPφ150←　VPφ75 ←　VPφ150
←　VPφ150 ←

 
S
P
φ
1
5
0

HH
H

←
　
V
P
φ
1
5
0

←
　
V
P
φ
1
0
0

VPφ30　→

←
　
VP
φ
10
0

H

H

H

←
　
VP
φ
15
0

←
　
SP
φ
15
0

VPφ
150　

→

H H

(ANo.0)

No.5

N
o
.
6

N
o
.
7N
o
.
8

N
o
.
8
+
1
.
5

(
枝
2
-
0
)

枝2-1

枝2-2

A枝
1-2+40.0

(枝
2-2+0.6)

N
o
.
9

N
o
.
9
+
4
3
.
5

(
A
枝

1
-
6
+
3
2
.
6
)

N
o
.
1
0

A枝1-5

A枝
1-
4

A枝
1-
3

A
枝

1
-
2

A枝
1-
1

ANo.2+26.5

(A枝1-0)

ANo.2

ANo.3

ANo.4

横断水路
枝2-0+27.9
落蓋240×240
DP=0.00m

横断水路
A枝1-4+19.5

HPφ300
DP=0.16m

横断水路
A枝1-4+38.2
HPφ400
DP=0.62m横断水路

A枝1-5+1.7
HPφ600

DP=0.67m

横断水路
A枝1-6+26.8
落蓋300×300
DP=0.00m

横断水路
枝2-0+5.8
落蓋300×300
DP=0.00m

横断水路
枝2-1+46.1

落蓋240×240
DP=0.00m

H

H

H

H

H

A枝
1-
4+
45
.0

(81)

(78)

(2)

(13)

(17)

(18)

(19)
(23)

(25)

(26)

(27)
(28)

(30)(33)
(37)

(36)

(113)
(114)

(34)

(32) (31)

(29)

(115) ※ﾒｰﾀｰ位置不明

(24)

(22)

※ﾒｰﾀｰ位置不明

(16) (15)
(14)

(82)

(92)

(93)

(94)

(95)

(116)

(103)(105)

(107)

(106)

(97)

(98)

(99)

(100)

(108)

(109)

(110)

(59)
(60)

(102)

(121)

(83)

(84)

(35)

(96)

(112)

下水道横断
A枝2-5+1.4
φ150 VU
DP=1.92m

下水道横断
A枝1-2+10.1
φ150 VU
DP=1.52m

下水道横断
枝2-1+49.0
φ150 VU
DP=1.84m

下水道横断
A枝1-3+45.6
φ150 VU
DP=1.26m

下水道横断
A枝1-6+30.0
φ200 VU
DP=2.48m

A枝1-6

下水道横断
No.10+16.9
φ150 VU
DP=1.21m

下水道横断
枝2-1+35.0
φ200 VU
DP=2.30m

下水道横断
A枝1-2+47.3
φ150 VU
DP=1.79m

下水道横断
ANo.2+23.5
φ150 VU
DP=1.97m

下水道横断
ANo.0+7.4
φ200 VU
DP=3.00m

下水道横断
枝2-0+3.2
φ200 VU
DP=1.57m

 下水道横断
No.8+3.1
φ150 VU
DP=1.23m

M

×

M

×

×

M

M

×

M

×

M

×

既設止水栓あり

M

M
×

(20)

(21)M

M
M

×

××

M
×

×

M

M

M

× ×

既設止水栓あり

M

×

M ×

M

×

M

××

M
M

×

M
××

※ﾒｰﾀｰ位置不明
M

M
×

M

M

×

M

M

××

×

M

M

※ﾒｰﾀｰ位置不明

M

×

M

M ×

M ×

M ×

M
×

M

M

×

×

M

×

M

×

M

M

×
×

M ×

×

M

×

M

×

M

M

M

×

×

×

M
×

M

M

×

×

MM

M

M

×

M

×

×

×

×

×

M
×

(101)

(104)

(111)

×

下水道横断
No.5+33.4
φ150 VU
DP=1.30m

下水道横断
No.5+34.4
φ150 VU
DP=1.10m

下水道横断
No.5+49.9
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
No.6+11.4
φ150 VU
DP=0.90m

下水道横断
No.6+21.2
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
No.6+28.6
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
No.7+25.1
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
A枝1-1+38.3
φ150 VU
DP=1.23m

下水道横断
No.8+32.8
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
No.8+36.9
φ150 VU
DP=0.80m

下水道横断
No.9+17.7
φ150 VU
DP=0.80m

下水道横断
No.9+14.9
φ150 VU
DP=1.10m

下水道横断
No.9+37.1
φ150 VU
DP=0.80m

下水道横断
No.9+48.7
φ150 VU
DP=1.00m

下水道横断
A枝1-6+3.4
φ150 VU
DP=0.86m

下水道横断
A枝1-5+45.5
φ150 VU
DP=0.76m

下水道横断
A枝1-4+43.7
φ150 VU
DP=0.69m

下水道横断
A枝1-4+5.6
φ150 VU
DP=0.78m

下水道横断
A枝1-1+36.9
φ150 VU
DP=0.68m

下水道横断
A枝1-1+18.9
φ150 VU
DP=0.68m

下水道横断
ANo.1+45.2
φ150 VU
DP=0.98m

下水道横断
ANo.0+42.9
φ150 VU
DP=0.87m

下水道横断
ANo.2+39.7
φ150 VU
DP=0.99m

下水道横断
ANo.4+10.4
φ150 VU
DP=1.08m

下水道横断

横断水路
A枝1-0+1.1
VS400
DP=0.00m

H

×

A枝
2-
5

【既設管接続】

φ
20
PP
 φ

30
PP

φ
30PP φ

20PP

×

×

×

×

排
水
部
 連

合
管

排
水
部
 連

合
管

A枝
1-
0+
16
.0

ANo.2+26.9

枝2-0+6.6A枝1-6+26.0
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給水管切替平面図その２

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=1:500

北秋田市浦田字浦田　地内

番号

【凡例】

・新 設 管

・既 設 管

・汚 水 管

・NTTｹｰﾌﾞﾙ

給 水 管 切 替 平 面 図 そ の ２ S=1:500

【特記事項】

１. 止水栓は、公道から宅内側へ1ｍの位置とする。ただし、施工上厳しい場合は

余裕のとれた位置とする。

２．土工断面は別図『標準掘削断面図』を参照のこと。 北秋田市建設部上下水道課

老朽管更新工事(浦田地区)

工 事
令和 ７ 番 号年度 上水工第８号
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SP
φ
15
0　

→

VPφ
75　

→

D

A

A

H

H

ANo.4

AN
o.
7

ANo.5

ANo.6

ANo
.6+

15.
0

(A枝
2-0

)

A枝
2-
1

A枝
2-
2

A枝
2-
3

A枝
2-
4

横断水路
A枝2-0+41.2

HPφ300
DP=0.94m

横断水路
A枝2-0+14.0
落蓋350×350

DP=0.00m

横断水路
ANo.6+25.0
HPφ400
DP=0.27m

H

H

A枝
2-0+40.7

(100)

(60)

(62)

(63)

(64)

(102)

(121)

(65)

(67)

(120)

(83)

(84)

(86)

(85)

(119)

(118)

(117)

(69)

(68)

(87)

下水道横断
A枝2-5+1.4
φ150 VU
DP=1.92m

下水道横断
ANo.6+17.2
φ200 VU
DP=1.20m

下水道横断
A枝2-0+39.4
φ150 VU
DP=2.50m

M

M

M

※ﾒｰﾀｰ位置不明

M

M

M

(66)

M

M

×

M×

×

M

×

M

×

M

M

M

M ×

M

×M

×

M

×

×

M

M
×

M

M

×

×

(61)

(101)

M

※ﾒｰﾀｰ位置不明

※ﾒｰﾀｰ位置不明

下水道横断
ANo.4+10.4
φ150 VU
DP=1.08m

下水道横断
ANo.4+27.4
φ150 VU
DP=0.88m

下水道横断
ANo.5+7.4
φ150 VU
DP=0.88m

下水道横断
A枝2-0+24.2
φ150 VU
DP=0.98m

A枝
2-
5

φ
30PP φ

20PP

×

排
水
部
 連

合
管

下水道横断
ANo.6+38.9
φ150 VU
DP=0.88m

14

給水管切替平面図その３

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=1:500

北秋田市浦田字浦田　地内

番号

【凡例】

・新 設 管

・既 設 管

・汚 水 管

・NTTｹｰﾌﾞﾙ

給 水 管 切 替 平 面 図 そ の ３ S=1:500

【特記事項】

１. 止水栓は、公道から宅内側へ1ｍの位置とする。ただし、施工上厳しい場合は

余裕のとれた位置とする。

２．土工断面は別図『標準掘削断面図』を参照のこと。 北秋田市建設部上下水道課

老朽管更新工事(浦田地区)

工 事
令和 ７ 番 号年度 上水工第８号

17



土工断面③－１　市道 車道

仮復旧

森吉地区

機械掘削 RC-40
下層路盤

舗装版取壊し

掘　削 埋　戻

山砂(機械)

山砂(機械)

アルミ・ダブル

埋設表示シート

H
1

4
0

H
2

3
0

W

1
6
0

H
4

1
1
0

D
1
5
0

D
P

1
0
0

M-40
上層路盤

仮舗装：再生①粗粒度ｱｽｺﾝ(20) t=3cm

H
3

RC-40
凍上抑制層

本復旧

下層路盤 RC-40

W 影響幅

1600

1
5
0
1
5
0

上層路盤 M-40

影響幅

1
1
0

凍上抑制層 RC-40

土工断面③－２　市道 車道

仮復旧

森吉地区

機械掘削 RC-40
下層路盤

舗装版取壊し

掘　削 埋　戻

山砂(機械)

山砂(機械)

アルミ・ダブル

埋設表示シート

H
1

4
0

H
2

3
0

W

1
6
0

H
4

1
1
0

D
1
5
0

D
P

1
0
0

M-40
上層路盤

仮舗装：再生①粗粒度ｱｽｺﾝ(20) t=3cm

H
3

RC-40
凍上抑制層

本復旧

下層路盤 RC-40

W 影響幅

1600

1
5
0
1
5
0

上層路盤 M-40

影響幅

1
1
0

凍上抑制層 RC-40

① 現況舗装厚が復旧厚未満の場合は、復旧舗装厚で復旧 するものとする。

② 現況舗装厚が7cm以上の場合は復旧厚7cmとし、再生②密粒度As(13) t=3cm＋再生②密粒度As(20) t=4cmの2層とする。

③ 現況舗装厚が復旧舗装厚と著しく異なる場合は別途協議し定めるものとする。

1
2
0

RC-40
埋戻工

1
2
0

RC-40
埋戻工

表層：再生②密粒度ｱｽｺﾝ(13) t=4cm 表層：再生②密粒度ｱｽｺﾝ(13) t=4cm

再生②密粒度ｱｽｺﾝ(13)ｔ＝5㎝

土工断面⑥　宅内As

路盤工 RC-40

良質発生土

良質発生土

砂利道 RC-40

土工断面⑨　宅内原野

良質発生土

良質発生土

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装(18N)ｔ＝10㎝

路盤工 RC-40

土工断面⑦　宅内Co

5
0

1
0
0

H
2

W

H
1

1
0
0

1
0
0

H
2

H
1

W

土工断面⑧　宅内砂利道

W

1
0
0

H
2 H
1

W

H
1

本復旧

機械掘削

舗装版取壊し

掘　削 埋　戻

土工断面④－１　国道 歩道

山砂(機械)

仮復旧

アルミ・ダブル

埋設表示シート

H
1

3
0

H
2

3
0

W

1
0
0

H
4

D
P

国道105号

1
5
0

1
5
0

H
3

D
1
0
0

山砂(機械)

下層路盤：C-40               t=10cm

仮舗装：再生①粗粒度ｱｽｺﾝ(20) t= 3cm

C-40
凍上抑制層

W 影響幅

全面復旧

影響幅

下層路盤 C-40

凍上抑制層 C-40

1
0
0

本復旧

機械掘削

舗装版取壊し

掘　削 埋　戻

土工断面④－２　国道 歩道(乗入部)

山砂(機械)

仮復旧

アルミ・ダブル

埋設表示シート

H
1

5
0

H
2

3
0

W

1
2
0

H
3

D
P

国道105号

1
5
0

1
5
0

3
0
0

D
1
0
0

山砂(機械)

下層路盤：C-40               t=12cm

仮舗装：再生①粗粒度ｱｽｺﾝ(20) t= 3cm

C-40
凍上抑制層

W 影響幅

全面復旧

影響幅

下層路盤 C-40

凍上抑制層 C-40

1
0
0

本復旧

1
5
0

W 影響幅

1600

影響幅

下層路盤 C-40

凍上抑制層 C-40

1
0
0

表層：再生⑦細粒度ｱｽｺﾝ(13F) t=3cm 表層：再生⑦細粒度ｱｽｺﾝ(13F) t=3cm 表層：再生⑦細粒度ｱｽｺﾝ(13F) t=5cm

15

北秋田市建設部上下水道課

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=Free

北秋田市浦田字浦田　地内

番号

標 準 掘 削 断 面 図 S=Free

標準掘削断面図

老朽管更新工事(浦田地区)

17

工 事
令和 ７ 番 号年度 上水工第８号

00630
テキストボックス
浦田地区

00630
テキストボックス
浦田地区

00630
テキストボックス
② 現況舗装厚が復旧舗装厚と著しく異なる場合は別途協議し定めるものとする。

00630
長方形



（
H
－

5
0
0
）

/
 
2

掘
削

深
Ｈ

矢
板

長

根
入

長

（
H
－

5
0
0
）

/
 
2

掘削幅

5
0
0

1500

ctc 4000

2500 1500

4000

2500

掘
削

幅

2500

ctc 4000

軽量鋼矢板

平面図

（参考図）

断面図

軽量鋼矢板　幅250mm

軽量鋼矢板　幅250mm

アルミ腹起材

アルミ腹起材

切梁用サポート

注）掘削深が1.5mを超える場合は土留工を行うこと。

　　支保工は掘削深が2.00未満は1段、2.00m以上は2段とする。

　　根入長は.0.2m以上とする。

切梁用サポート

16

土留仮設図

北秋田市建設部上下水道課

照 査 設 計
図面

工 事 名

箇 所 名

河 川 名
路 線 名

S=1:30

老朽管更新工事(浦田地区)

北秋田市浦田字浦田　地内

番号

土 留 仮 設 図 S=1:30

17

工 事
令和 ７ 番 号年度 上水工第８号



ｶﾗｰ樹脂表示

仕切弁：青色

排水弁：黄色

消火栓：赤色

平板ﾌﾞﾛｯｸ

標 準 弁 室 据 付 図

土
被

り

座台ﾌﾞﾛｯｸ(再ﾌﾟﾗ)

ねじ式弁筐(FCD製)

ﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ被覆を施す。
※仕切弁、弁筐(ねじ駆動部)は

GL

300口

6
0

市章付

平板ﾌﾞﾛｯｸ

地上式消火栓

GL

市
道

車
道

　
D
P
=
8
7
0

標 準 消 火 栓 据 付 図

1
5
0

(回転打倒式,DP=920,DP=870用,副弁付)

火消 栓
ＦＩＲＥ ＨＹＤＲＡＮＴ

砕石充填(RC-40)

500

300口

6
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ充填

18-8-40(W/C=60,BB)

17

配管施設詳細図

北秋田市水道局水道課

照 査 設 計
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老朽管更新工事(浦田地区)

北秋田市浦田字浦田　地内

番号

配 管 施 設 詳 細 図 S=1:10

17

工 事
令和 ７ 番 号年度 上水工第８号


